




































第 1 節では、冷戦期の国連 PKO へのスウェーデンの参加と国連待機軍につ
いて考察する。既存研究では、スウェーデンの国連 PKO 参加の歴史について
                                                     
1 スウェーデンの中立・非同盟政策の変遷については、五月女（2012; 2016）を参照されたい。 
2 国連と国連以外の主体による国際的な平和活動の推移についてはHeldt (2008) が詳しい。 
3 国際的な平和維持や平和構築のための活動は、国際組織によって名称が異なる。ゆえに本稿で
は便宜上、国際平和活動という用語を国連の平和維持活動（PKO）、NATO の平和支援活動（peace 
support operations: PSO）、EU の危機管理活動（crisis management）を包括する概念として用いるこ
ととする。 
4 2016 年までを扱った最新の研究としては、Nilsson and Zetterlund (2016) がある。1990 年代半ば
までのスウェーデン部隊の国際平和活動をまとめた研究としてはEricson (1995) がある。国際平和
活動への参加実態については、スウェーデン軍が出版した Försversmakten (2006) が詳しい。北欧
各国の国際平和活動における特徴を分析している研究には Jakobsen (2006) がある。 






第 2 節では、冷戦後の国連 PKO の変容とスウェーデンのそれへの対応につ
いて分析する。派遣部隊に関する国内制度の変化とともに、北欧諸国間の協力
の変容と他の北欧諸国との相違についても触れ、既存の研究では扱われること
の少なかったスウェーデンの国連 PKO 参加の特徴を示すことを目指す。 





1.  冷戦期の国連 PKO への積極的参加 
1.1  1990 年代初頭までの国連 PKO への参加 
冷戦期の国連の PKO は「第 1 世代」の伝統的 PKO といわれており、休戦監
視や兵力引き離しなどが主な活動であった。スウェーデンは他の北欧諸国同様




のハマーショルド（Dag Hammarskjöld）が就任すると（1953～61 年）、国連 PKO
の任務が兵力引き離しや治安維持にも広がり、1956 年には第 2 次中東戦争後に







的な関わりを示す目的があったことが指摘されている（Ulriksen 2007: 554-555）。 
1964 年に開始された国際連合キプロス平和維持軍（UNFICYP）にもスウェ
                                                     
5 UNEF I におけるスウェーデン部隊の活動については、Sköld (1996) が詳しい。 
6 死者 9 名を出した。 
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ーデンは参加し、1970 年 1 月時点で 397 人の軍事要員を派遣していた（Moskos 
1975: 392）。1986 年 1 月時点でスウェーデンは、国連 PKO に 583 人を派遣して
いたが、その中で最多の要員が派遣されていたのは UNFICYP であり、378 人
に上った（NORDSAMFN 1986: 8, Figure 2）7。1948～89 年の間に総計約 55,000
人のスウェーデン人が海外での PKO に従事し（Sköld 1996: 2）、1948〜96 年の

















欧諸国は 1948 年以降に国連 PKO に多くの要員を派遣する中で、合同で国連待
機軍を創設する方向へと進んだ。1960 年にスウェーデン、デンマーク、ノルウ
ェーの 3 カ国によって協議され、1963 年にはフィンランドも加わり、合同の待
機軍の設置に向かうこととなった。翌年に参加予定国内で国内法上の措置をと
るとともに、国内議会の承認を得ることが求められ、1964 年に北欧国連待機軍
（Nordic U.N. Stand-by Forces）の制度が 4 カ国によって創設された9。 
スウェーデン国内では、1964 年 3 月に政府から議会に国連待機軍の設置を
提案する議案が提出され、議案に添付する形で待機軍設置の具体案が国防大臣
                                                     
7 1987 年までにスウェーデンが要員を派遣した国連 PKO で上述以外には、国際連合レバノン監視
団（UNOGIL）、国際連合イエメン監視団（UNYOM）、国際連合インド・パキスタン監視団
（UNIPOM）、第 2 次国際連合緊急軍（UNEF II）、国際連合兵力引き離し監視軍（UNDOF）、国際
連合レバノン暫定駐留軍（UNIFIL）がある（Jakobsen 2006: 15, Table 2.1）。 
8 同じく 2 位はアイルランドとヨルダンで、3 位は 25 のノルウェーであった（Ishizuka 2016: 68）。 




スウェーデン政府は 1967 年 1 月に「国際連合に使用すべきスウェーデン待機軍
に関する勅令 18 号」を出した（香西 1991: 431）。 
北欧国連待機軍は、4 カ国合同、2 カ国以上、または単独で各国が国連軍お
よび監視団に参加することが目的とされた。スウェーデンからは 1,600 人（上
















1968 年には、北欧 4 カ国で NORDSAMFN (Nordic Committee for Military UN 






                                                     
10 増員の場合は議会の承認が必要とされていた（香西 1991: 432）。1986 年時点で 2,000 人となっ
ていた（NORDSAMFN 1986: 17, Figure 6）。 
11 スウェーデンの徴兵法の規定により、徴募兵を国防目的以外で国外において使用できなかった
（香西 1991: 432）。 















年 2 回実施されていた（4 月 1 日と 10 月 1 日）。応募者の中から選ばれた人は
訓練を受ける契約を結び、訓練期間に海外勤務に適しているか判断された。訓
練期間は一般兵士が 2 週間、将校および下士官は 4 週間であり、1984 年以降は
ストックホルム郊外のスウェーデン国連待機軍訓練センタ （ーUNTC-SWEDEN）
で実施された15（香西 1991: 433-434; 中馬 1991: 54, 56）。 
2010 年 6 月末までスウェーデンでは男性に対する徴兵制が平時も実施され
ており、一般的に 20 歳までに義務兵役を終了していた。そのため正規軍または
予備兵でない男性は、義務兵役を完了していることが国連待機軍への応募資格







業は全て英語で行われた。そして訓練終了後、兵士として 6 カ月または 7 カ月
（上限）の海外勤務に従事するという契約を結んだ17。軍事監視員と司令部要
員に対しては、毎年 4 週間の特別訓練コースが別の施設で実施された18。訓練
                                                     
14 デンマークは憲兵隊、ノルウェーは移動管制員および兵站、フィンランドは軍事監視員の合同
訓練コースを担当した（渡部 1991: 60）。 
15 それまでは訓練施設は国内各地に分散していた。毎年 2,000 人がこの施設で訓練を受け、1990
年の時点でスウェーデン人が 1,600 人、残りは主に他の北欧諸国からであった（中馬 1991: 56）。 
16 国連 PKO で活動する部隊は占領軍ではないという認識をたたき込み、派遣先の国の事情を熟知
させることが重視されていた（中馬 1991: 57）。訓練の内容や期間については NORDSAMFN (1986: 
21; 1993: 40-41) を参照されたい。 
17 兵士、警察官、看護師など待機軍を構成する全ての要員の雇用者は、スウェーデン陸軍司令官
であった（中馬 1991: 54）。 




西 1991: 433, 435; 中馬 1991: 54, 56）。 
待機軍の隊員として契約を結んだ採用者は、契約期間中は訓練期間を除いて
待機兵となり（最長 12 カ月）、5 日前の通達で任務に就くことが求められた。
任用契約は更新可能であった。海外勤務期間は原則として 1 期が 5 カ月半～7
カ月であり、優秀な兵士の場合は 2 期滞在することもあった19。軍事監視員や
司令部要員の 1 期の滞在上限は 13 カ月であり、通常 1 年または 2 年間滞在した
（NORDSAMFN 1986: 21; 香西 1991: 433; 中馬 1999: 54）。 
スウェーデンの国連待機軍は、1967 年の時点では国連の活動に参加してい
る部隊の交代用ではなく、緊急時にどこへでも派遣可能な部隊であると認識さ
れていた。しかし、1964 年からの UNFICYP への派兵により変化が生じ、実質
的にはスウェーデンが 1956 年のUNEF 以来部隊を派遣している国連 PKO に対
して、定期的に要員を交替する制度となり、本来の待機軍の意味が曖昧になっ
ているとの指摘がなされていた（香西 1991: 433）。 
 
2. 冷戦後の国連 PKO の変容とスウェーデンの対応 
2.1 国連 PKO の役割の拡大 
冷戦の終結後、地域紛争の多発に伴い国連 PKO の役割や任務はさらに増す
こととなった。1992 年に当時の国連事務総長のガリ（Boutros Boutros-Ghali）が
発表した報告書『平和への課題』（An Agenda for Peace）において、国連の平和
活動（peace operation）として予防外交、平和創造、平和維持、平和構築、平和
執行の構想が提言された。国際環境の変化と国連のそれへの対応に伴い、国連
PKO の活動内容は複合型といわれる20「第 2 世代」および、強制型とされる「第
3 世代」へと移行していった。 
第 2 世代の PKO は休戦監視に加えて、文民活動を組み入れた平和構築（武
装解除、難民・避難民帰還、地雷除去、選挙支援、人権保護など）が取り入れ
られた。第 3 世代の PKO では停戦合意がない紛争にも国連が介入し、平和執
行も PKO の任務に取り入れられたが、ソマリアでの活動からの撤退という結
果となったことから、失敗に終わったと考えられている。1995 年にはガリ国連
事務総長が『平和への課題・追補』（A Supplement to an Agenda for Peace）を発
表し、伝統的 PKO に回帰する方向に進んだ。 
1990 年代末以降に国連 PKO は、統合ミッション（integrated mission）を特徴
                                                     




















遣可能な要員数の上限が 3,000 人に増員された（Assembly of Western European 
Union 2001: 19）。スウェーデン国内では、平和維持活動に関わる事柄はスウェ
ーデン軍国際センタ （ーThe Swedish Armed Forces International Centre: SWEDINT）
で扱われるようになり、国連および OSCE によるミッションが支援の対象とさ
れた（NORDSAMFN 1993: 159-160）。 






1964 年以来の北欧諸国間の国連 PKO での協力は続き、1993 年時点でスウェ
ーデンは北欧国連待機軍において司令部幕僚の訓練コースとともに、文民警察
官の合同訓練コース（UN Civilian Police Course: UNPOC）を担当した
（NORDSAMFN 1993: 11）。また、国連 PKO 現地での部隊の活動における協力
も開始された。1992 年の国連事務総長からのスウェーデン政府に対する非公式
                                                     










決め、1993 年 2 月に北欧諸国の合同部隊である NORDBAT が、旧ユーゴスラ
ビア領域に展開していた国際連合保護軍（UNPROFOR）に派遣された（Björkdahl 







要な位置を占めていた。1993 年 10 月 31 日時点でスウェーデンは、国連 PKO
に兵士 1,882 人、軍事監視員 72 人、文民警察官 38 人の合計 1,992 人を派遣して
いた。このうち人員の派遣が最も多かったのは UNPROFOR であり、兵士 1,250
人、文民警察官 35 人、軍事監視員 15 人が任務にあたっていた。スウェーデン
兵士の派遣数が次に多かったのは国際連合レバノン暫定駐留軍（UNIFIL）の
499 人であり、国際連合ソマリア活動（UNOSOM）に 133 人があてられていた
（NORDSAMFN 1993: 172）。しかし、財政的な理由によってスウェーデンは
1994 年に UNIFIL から部隊を撤退させるなど（岩井 1995: 150）、派遣要員数が
増えると財政的負担が大きくなり、継続が難しくなるという問題が生じる。 
国連においては、1995 年からデンマークのイニシアティブで国連活動用多
国籍高度即応待機旅団（Multinational Standby High Readiness Brigade for United 
Nations Operations: SHIRBRIG）の創設が進められ、スウェーデンは 13 カ国によ
るワーキンググループに参加した。うちスウェーデンを含めた 7 カ国が完全参
加国として、1996 年 12 月に協力の同意書に署名した24。2000 年に活動を開始
したSHIRBRIGのもとでも、スウェーデンは国連PKOに要員を派遣し続けた。 
                                                     
22 デンマークは既に UNPROFOR に兵士を派遣していたため、この時点では北欧諸国の合同部隊
に兵士は参加しなかった。 
23 北欧諸国間の協力については、Jakobsen (2006: 209-229; 2007) および五月女（2015b: 32-33）を
参照されたい。 











2007: 484, 486-489）。 
2000 年代に入ると、スウェーデンは国連 PKO の戦闘ミッションに参加する







また、2003 年 6～9 月に EU がコンゴ民主共和国で展開した危機管理活動アル
テミス作戦（Operation Artemis）にも、スウェーデンは特殊部隊やエリートのパ
ラシュート部隊を派遣した（Ulriksen 2007: 558-559）。この時期に 1960 年代前半









スウェーデンは 2006 年時点で国連 PKO に 1948 年からの総計で 78,235 人を
派遣しており、他の国際組織による国際平和活動への参加として最も多い
                                                     
25 デンマーク、フィンランド、アイスランドは、領土をめぐる紛争に対して創設された国連 PKO
に要員を派遣する傾向が強いことが、Andersson (2007) の研究で示されている。 




NATO 主導のミッションへの派遣人員（20,320 人）より遙かに多い 27
（Försversmakten 2006: 8）。国連以外の国際組織が国際平和活動を開始したのは
冷戦後であるため単純な比較はできないが、第二次世界大戦後にスウェーデン






た（Johansson and Larsson 2001: 73）。UNPROFOR 自体は組織としての運営に問
題が多かったことから、スウェーデンの政治家や軍関係者から高く評価されて
いないが（Nilsson and Zetterlund 2016: 767）、ボスニア・ヘルツェゴビナの都市
トゥズラ（Tuzla）で活動したスウェーデンの部隊は、現地での任務に対して良








2.3 国連 PKO への派遣人員数の減少 
1948～95 年の間にスウェーデンは約 7 万人の要員を国連 PKO に派遣してい
たが（Johansson 1997: 452）、1995 年末を境にスウェーデンの国連 PKO への派
遣要員は数の面では激減し、代わって国連以外の国際組織が主導する国際平和
活動への派遣人員数が増加した。1996 年には前年まで 1,300 人前後の軍事・警
察要員が国連 PKO に参加していたにもかかわらず、200 人を割り込むほどに減
少した。2003～06 年は増加し、300 人以上が国連 PKO に派遣されたがその後
また減少に転じ、2008 年半ばには 100 人以下となり 2014 年 9 月までその傾向
が続いた28。対して、国連以外の組織による活動への要員派遣は 1996 年初頭に
は 1,000 人を超え、1999 年末までは 400 人未満に減少したものの、その後 2012
                                                     
27 EU・WEU（西欧同盟）・OSCE による活動には 489 人、他の国際平和活動には 1,386 人が総計
で参加していた。 
28 2013 年 6 月には軍事監視員と司令部幕僚を除くと、国連 PKO への軍事派遣要員は 1 名のみと
なった（Karlsson and Tasci 2013）。 
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連以外の主体による活動に 600 人以上が従事し、ISAF に 596 人、同じく NATO
主導のコソボ治安維持部隊（KFOR）に 50 人が派遣されていた。それに対して、
国連 PKO への要員の派遣は 100 人未満であった（Heldt 2012）。国連 PKO の活
動初期とは異なり、要員の派遣に応じる国が増え、北欧諸国以外の加盟国から
多くの人員を確保できるようになったという国連側の事情もあるが29、スウェ
ーデンにとって、NATO や EU といった国連以外の主体による国際平和活動も
重要になっていると考えられる。 
国連PKOへのスウェーデンの派遣要員数は1996年以降低迷し30、1999～2003
年、2007～14 年前半は 200 人に満たない状況が続き、一度も国連以外の国際平
和活動への派遣要員数を上回らなかった。しかし、スウェーデンは 2000 年代半
ばからは、NATO 主導の ISAF、KFOR および EU 主導によるコンゴ民主共和国
における危機管理活動への参加と同時に、MONUC や UNMIL などの国連 PKO
にも要員を送り続けた。派遣要員数は減少したが、先述のようにスウェーデン
の国際平和活動には 2000 年代半ばから質の面で変化が表れ、国連 PKO におい
ても戦闘ミッションに参加した。 
国連 PKO への軍事・警察要員の派遣は 2010 年以降、約 60〜70 人程度とな
った。この間、警察官や専門家の派遣が大半であったことから、派遣要員に女
性が占める割合が比較的高く（3 分の 1 から 4 分の 1 程度）、紛争におけるジェ
ンダーの問題・課題を考慮し、平和構築における女性の役割を重視するスウェ
ーデンの特徴が現れていたと捉えることはできよう。 
スウェーデンの国連 PKO への軍事・警察要員の派遣は、2014 年 8 月から増
加に転じ、同年 11 月には 218 人となった。この増加の要因は、2013 年 7 月に
開始された国際連合マリ多元統合安定化ミッション（MINUSMA）への兵士の
                                                     
29 1990 年代までは国連 PKO への軍事・警察要員は、欧米諸国からの派遣数が多かったが、2000
年代以降はアジア・アフリカ諸国からの派遣が増えている。2012 年 12 月時点で派遣数の上位 5
カ国はパキスタン、バングラデシュ、インド、エチオピア、ナイジェリアであり、2017 年 2 月末
時点も、上位 5 カ国はエチオピア、インド、パキスタン、バングラデシュ、ルワンダであった（The 
United Nations 2017）。 




派遣であった。月によって増減はあるが、2015 年 2 月から 2017 年 2 月まで国
連 PKO に軍事・警察要員として約 220〜320 人を派遣し続けている31。2016 年
にスウェーデンは国連安全保障理事会の非常任理事国に選出され、2017 年 1 月
から 2 年間の任期で安全保障理事会の構成国となっている。非常任理事国への
選出や影響力の獲得を目指して国連の活動に力を入れる場合もあることを考え
ると、2015 年以降にスウェーデンが国連 PKO への参加に積極的姿勢を示した
要因の一つであった可能性もあろう。 
 


















約が理由として挙げられている（香西 1991: 434）。2011 年の研究でも、しばし
ば採用可能な人数の 4～5 倍が応募しており、軍は最も適性があり、強靱で教育
                                                     











あることが指摘されている（Hedlund 2011: 181, 187）。多くのスウェーデン国民











して①軍事的挑戦 ②私経済 ③センセーションの探求 ④利他主義 の 4 つ
の要素と、家族の支援について調査を行っている。25 歳以下の若い兵士は①～
④の全てが高かったが、④は 25 歳以上の兵士が非常に高いという結果であった。
家族の支援は完全支援が 40％、同意が 56％、固く反対が 4％であり、家族から
完全なる支援を受けた兵士は③の動機が非常に低く、④が高かった（Johansson 
and Larsson 2001: 69）。 
PKO への参加の満足度の調査では、満足が 71％、どちらでもないが 23％、




良好な関係、ストレスの多い出来事への遭遇であった36（Johansson and Larsson 
2001: 71-73）。2008 年に発表された別の 2 つの研究では、スウェーデン人が国
                                                     
34 UNPROFOR に関わる研究（Johansson and Larsson 2001）は調査対象が男性兵士のみであり、最
も多い人物は国連 PKO に初めて参加し、機甲化歩兵部隊に所属した独身の 20～25 歳男性であっ
た。2006 年の調査研究（Hedlund 2011）は NATO 主導の KFOR も対象としているが、両研究から
スウェーデン国民が国連 PKO に参加する一般的な理由を考察することはできるであろう。なお、
女性は一般的に医療、管理運営、兵站といった文民的技能が、戦闘技術より重視される職種に就
くことが多い（Johansson 1997: 454）。 








る（Hedlund 2011: 182）。 
2006 年の UNMIL および KFOR に参加したスウェーデン兵士を対象とした
研究は、9 つの参加動機を挙げて考察を行っている。それらは①冒険 ②外国
文化の中での新しい人・友達との出会い ③人としての成長 ④異国の環境へ


























                                                     
37 当該研究では、この 5 つの要素をポストモダン・非物質的・自己中心的な動機と分類している
（Hedlund 2011: 186, Table 3）。 
38 1997 年の研究によると、派遣される兵士は基礎的な軍事訓練の他に、各人の職種によって 3～8



















NATO 主導の ISAF への参加（2002〜14 年）は、約 9,000 人が派遣され 5 人の
死者を出し、100 億スウェーデン・クローナの費用がかかったが、その効果に
ついては疑問も出されている40。近年は軍事分野における国際平和活動に配分
される予算は減少傾向にあり、2013 年は約 22 億 1,000 万スウェーデン・クロー
ナであったが、2016 年には半減して約 11 億 2,000 万スウェーデン・クローナと
なり、2017 年も 11 億 3,000 万スウェーデン・クローナである（Nilsson and 






た。国連の活動においても、特に平和執行を行った第 3 世代の PKO では軍事
力が行使されたが、スウェーデンは積極的には関わらなかった。国連による平
                                                     
39 2015 年 10 月にスウェーデンの外務大臣（Margot Wallström）と国際協力・環境大臣兼副首相
（Isabella Lövin）が、スウェーデンの外交政策において国連が重要であることは自明と表明してい
る（Wallström and Lövin 2015）。 





























島（Gotland）42に、2016 年 9 月から兵士を交代で派遣して演習を行っており、
2017 年 7 月からは約 160 人の兵士が常駐する予定である。また、2010 年に廃止
していた平時の徴兵制を 2018 年 1 月から復活させることとなり、女性も義務兵
役の対象になった。スウェーデンは今後、自国の防衛と国際平和活動への参加
の両立を模索しながら、国連 PKO への参加を続けていくことになるであろう。 
                                                     
41 2014 年の世論調査では、スウェーデンが軍事的な国際平和活動において主に支援すべき国際機
関として、国連との回答が 66％であったのに対して、EU は 6％、NATO は 5％であった（Klingen 
2014）。 
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